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研究開発成果の概

要 

音声帯域をリアルタイムに変換する技術と超音波を組み合わ

せた局所音声案内システム（超音波ラジオ）を社会実装する上

で不可欠な科学的検証を実施し、海外市場を見据えた起業計

画を実行した。また、超音波ラジオの実証実験を盲学校で行

い、超音波ラジオの上市に向けて、民間企業数社、障害者団体

等との連携体制を構築した。 

 

総合評価 

視覚障害者の移動ニーズに対し、新規の技術で果敢に取り組む課題であり、社会

的に非常に有意義な技術と高く評価できる。フェーズ 1では着実な進捗を確認でき

たものの、技術の有用性が示唆された段階であり、アプリケーションや社会実装の

姿に不透明な部分が残る。フェーズ 2では、アプリケーションの具体性を高め、さ

らに事業化を見据えた体制を示すことを期待する。 
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